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建
築
文
化
賞
は
、
制
度
発
足

以
来
応
募
総
数
�
�
�
�
点
に

上
り
、
�
�
�
点
が
表
彰
さ
れ

て
い
る
。
今
年
度
は
、
�
点
の

応
募
作
品
か
ら
、
厳
正
な
審
査

を
経
て
最
優
秀
賞
�
点
、
優
秀

賞
�
点
、
入
賞
�
点
の
計
�
点

が
選
ば
れ
表
彰
さ
れ
た
。

一
般
建
築
物
の
部
へ
の
応
募
は

	
点
で
、
学
校
関
連
施
設
に
佳
作

が
多
か
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
に
も

公
共
施
設
、
福
祉
施
設
、
生
産
施

設
な
ど
、
多
彩
な
作
品
が
寄
せ
ら

れ
た
。

最
優
秀
賞
の
「
市
原
湖
畔
美
術

館
」
は
、
�
�
�
�
年
に
建
て
ら

れ
た
展
示
施
設
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
で
あ
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
構

造
体
を
残
し
、
ス
チ
ー
ル
折
板
の

壁
を
挿
入
し
て
展
示
室
や
ラ
ウ
ン

ジ
、
ホ
ー
ル
を
つ
く
る
こ
と
に
よ

り
、
旧
施
設
の
特
色
だ
っ
た
回
遊

性
を
生
か
し
つ
つ
、
湖
と
緑
の
周

辺
環
境
と
一
体
に
な
っ
た
体
験
型

の
美
術
館
を
実
現
し
て
い
る
。
特

徴
的
な
空
間
を
活
用
し
た
ア
ー
ト

作
品
の
展
示
企
画
、
市
民
に
開
か

れ
た
活
発
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
、
ソ
フ
ト
面
の
充
実
も
高
く
評

価
さ
れ
た
。

優
秀
賞
の
「
恋
す
る
豚
研
究

所
」
は
、
赤
い
�

つ
の
屋
根
の
下
に

豚
肉
加
工
工
場
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
オ

フ
ィ
ス
、
広
場
を

ま
と
め
た
障
害
者

の
継
続
就
業
支
援

施
設
で
あ
る
。
周
囲
の
杉
林
と
共

存
し
、
�
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
・
広

場
か
ら
は
緑
の
眺
望
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
。
福
祉
と
地
域
の
養

豚
業
・
農
業
を
つ
な
ぐ
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
る
。

「
成
田
高
等
学
校
�
号
館
」
は
、

山
を
背
負
う
制
約
さ
れ
た
敷
地
の

な
か
で
、
分
散
し
て
い
た
旧
校
舎

を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
た
�
階
建
て

の
校
舎
で
あ
る
。
中
央
の
吹
き
抜

け
空
間
が
複
数
の
機
能
を
結
び
付

け
、
採
光
と
換
気
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。
水
平
性
を
強
調
し
た

フ
ァ
サ
ー
ド
が
旧
校
舎
の
記
憶
を

継
承
し
、
緑
豊
か
な
周
辺
環
境
と

調
和
し
て
い
る
。

入
賞
の
「
沢
井
製
薬
株
式
会
社

関
東
工
場
」
は
、
明
る
く
親
し
み

や
す
い
建
物
と
開
放
的
な
敷
地
計

画
が
一
体
に
な
り
、
地
域
に
開
か

れ
た
工
場
に
な
っ
て
い
る
。
「
学

校
法
人
渋
谷
教
育
学
園
幕
張
中
学

・
幕
張
高
等
学
校


周
年
記
念

棟
」
は
、
図
書
館
と
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
・
音
楽
・
ア
ー
ト
な
ど
の
教

室
を
三
角
形
断
面
の
建
物
に
収
め
、

自
主
性
を
重
ん
じ
る
学
習
の
場
と

環
境
へ
の
配
慮
を
実
現
し
て
い
る
。

「
千
葉
大
学
ゐ
の
は
な
同
窓
会

館
」
は
、
水
平
性
を
強
調
し
た
端

正
な
デ
ザ
イ
ン
が
歴
史
の
積
層
を

表
現
し
、
世
代
を
超
え
た
シ
ン
ボ

リ
ッ
ク
な
交
流
の
場
を
生
み
出
し

て
い
る
。

住
宅
の
部
の
応
募
は
�
点
で
あ

り
、
今
回
も
県
内
各
地
か
ら
規
模

や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
異
な
る
作

品
が
寄
せ
ら
れ
た
。

優
秀
賞
の
「
Ｈ
ｏ
ｕ
ｓ
ｅ
ｉ
ｎ

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
」
は
、

江
戸
川
に
面
し
た
敷
地
に
建
つ
、

小
さ
な
カ
フ
ェ
を
併
設
し
た
住
宅

で
あ
る
。
川
へ
の
眺
望
を
生
か
す

た
め
、
屋
上
を
展
望
用
の
ス
ロ
ー

プ
テ
ラ
ス
と
し
て
い
る
。
複
雑
な

傾
斜
テ
ラ
ス
と
レ
ベ
ル
差
を
組
み

合
わ
せ
た
空
間
は
変
化
に
富
み
、

施
工
を
含
め
て
完
成
度
が
高
い
。

一
般
的
な
生
活
の
場
と
は
い
え
な

い
が
、
建
築
主
の
希
望
に
応
え
た

良
質
な
作
品
で
あ
る
。

入
賞
の
「
篠
原
久
雄
邸
」
は
、

構
造
材
か
ら
仕
上
げ
材
ま
で
サ
ン

ブ
ス
ギ
を
使
用
し
た
住
宅
で
あ
り
、

エ
ア
コ
ン
に
頼
ら
な
い
生
活
を
含

め
て
、
地
域
循
環
型
の
住
ま
い
へ

の
意
欲
的
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

「
牧
の
原
団
地
�
‐
�
号
棟
」
は
、

へ
の
字
形
平
面
住
棟
の
耐
震
改
修

で
あ
り
、
屈
折
部
に
位
置
す
る
住

戸
を
減
築
す
る
手
法
は
同
種
の
改

修
の
モ
デ
ル
に
な
り
得
る
可
能
性

を
持
っ
て
い
る
。

優優れれたた建建築築物物をを表表彰彰しし、、ううるるおおいいととややすすららぎぎにに満満ちち
たた快快適適ななままちちづづくくりりをを推推進進すするるここととをを目目指指ししてていいるる
「「千千葉葉県県建建築築文文化化賞賞」」のの第第
回回作作品品にに�点点がが厳厳選選、、ここ
ののほほどど県県庁庁でで建建築築主主・・設設計計者者・・施施工工者者にに対対ししてて賞賞状状がが
授授与与さされれ、、今今後後ののよよりり一一層層のの精精進進にに期期待待がが込込めめらられれたた。。

千
葉
県
建
築
文
化
賞
は
、
建
築
文
化
や
居

住
環
境
に
対
す
る
県
民
の
意
識
の
高
揚
と
、

う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
に
満
ち
た
快
適
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
平
成

�
年
度
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

第
�
回
目
と
な
る
今
年
度
は
、
�
点
の
応

募
を
い
た
だ
き
、
千
葉
県
建
築
文
化
賞
検
討

会
議
に
よ
る
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
最
優
秀

賞
�
点
、
優
秀
賞
�
点
お
よ
び
入
賞
�
点
の

合
計
�
点
を
選
定
い
た
し
ま
し
た
。

受
賞
作
品
は
、
安
全
や
快
適
性
、
景
観
、

環
境
に
配
慮
す
る
な
ど
、
本
県
の
建
築
文
化

の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
で
、
千
葉
の
魅
力

を
高
め
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
素
晴

ら
し
い
作
品
ば
か
り
で
す
。
こ
れ
ら
の
建
築

物
が
、
地
域
で
親
し
ま
れ
、
よ
り
良
い
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
を
心

か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
県
で
は
、
皆
さ
ま
と
と
も
に
、

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
「
千
葉
で
生

ま
れ
て
、
住
ん
で
、
働
け
て
良
か
っ
た
」
と

誇
り
に
思
え
る
よ
う
な
魅
力
あ
ふ
れ
る
「
日

本
一
の
光
り
輝
く
千
葉
県
」
を
築
い
て
い
け

る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

《福祉と豚のしあわせな関係》

寄せ棟の赤い屋根が重なり合う佇まいに引きつけら

れて目をやると、「恋する豚研究所」の看板に出会う。

レストランもある。ネーミングに好奇心をかき立てら

れ、ちょっと特別な豚が食べられそうで、立ち寄って

みる人が少なからずいるのではないだろうか。

主階である２階ののびのびした空間がいい。杉林の

緑にすっぽり包まれ、レストラン＋売店と事務所があ

る。これら屋内空間は大きくとられた屋外空間でつな

がっている。事務所もレストランと同じくらい居心地

がいい。真ん中に薪ストーブとキッチンがあって、窓

一面に里の風景が広がっている。

１階は主に食肉加工場である。継続就業支援Ａ型の

施設で、現在１６人の障がい者が働いている。恋する

豚プロジェクトの原点は、福祉に携わる人の熱い思い

だった。わが国の障がい者平均賃金は月額１．３万円

だが、１０万円は支払って誇りをもって仕事してもら

いたい。これに、地元の養豚業が結びついた。養豚業

者は生産性向上の限界を感じ、付加価値を模索してい

た。福祉と農業が知恵を出し合ったことにより生まれ

た新しいかたちの里の景観である。おいしい豚であっ

て、さらに障がい者雇用のささやかな助けになるとな

れば、少し値段が高くても思わず応援したくなる。ビ

ジネスクラスの機内食で採用されたという。

車でアクセスする施設ではあるが、駐車場の配置が

工夫されている。もう少し樹木が育てば、町外れの瀟

洒なヴィラに来たような姿に育っていきそうな気配だ。

恋する豚たちがほんとうに出迎えてくれたらもっとい

いのに、とも思うが養豚場の現場はまた別の世界なの

だろう。

▽▽所所 在在 地地 香取市

▽▽建 築 主 社会福祉法人福祉楽団

▽▽設 計 者 アトリエ・ワン

▽▽施 工 者 石井工業株式会社

《《美美術術館館のの再再生生にに見見るる新新たたなな世世代代のの建建築築文文化化のの息息吹吹きき》》

ババブブルル期期にに建建ててらられれたた公公共共施施設設はは、、美美術術館館ををははじじめめ数数知知れれ

なないい。。そそのの後後約約２２００年年、、激激ししいい時時代代・・経経済済のの荒荒波波をを経経ててそそのの存存

在在理理由由をを問問わわれれてていいるるももののがが少少ななくくなないい。。ここのの「「市市原原湖湖畔畔美美

術術館館（（旧旧市市原原市市水水とと彫彫刻刻のの丘丘））」」ももそそのの一一つつでであありり、、ププロロググララ

ムムもも含含めめたた本本格格的的ななリリニニュューーアアルルがが計計画画さされれたた。。

幸幸いいだだっったたののはは、、ププロロポポーーザザルル方方式式にによよっってて選選ばばれれたた建建築築

家家がが、、若若くく将将来来をを嘱嘱望望さされれるるデデュュオオででああっったたここととだだ。。彼彼ららのの

全全力力をを注注いいだだ設設計計アアププロローーチチはは、、単単ななるる施施設設ののリリニニュューーアアルル

ででははななくく、、既既存存２２次次部部材材ををすすべべててははぎぎ取取っったた上上でで、、内内外外のの空空

間間的的連連繋繋をを新新たたにに読読みみ取取るるここととかからら始始ままっったた。。そそししてて、、ダダムム

湖湖のの畔畔のの丘丘のの上上とといいうう立立地地条条件件をを最最大大限限にに生生かかししななががらら、、豊豊

かかなな展展示示空空間間をを再再編編集集ししたたここととがが特特筆筆さされれるる。。そそのの結結果果、、もも

ととももとと内内包包さされれてていいたた複複雑雑なな回回遊遊動動線線がが外外部部ととのの伸伸びびややかかなな

関関係係性性をを獲獲得得しし、、現現代代美美術術のの多多様様なな表表方方法法のの展展開開をを可可能能ととしし

たた。。作作者者等等がが標標ぼぼううすするる新新たたなな要要素素ととししててのの「「アアーートトウウォォーー

ルル」」はは、、亜亜鉛鉛メメッッキキ折折版版がが持持つつ軽軽くくかかつつ鈍鈍いい質質感感ととととももにに以以

前前ののＲＲＣＣ建建築築のの姿姿をを一一新新ししたた。。そそのの効効果果ににはは建建築築的的収収ままりりもも

含含めめてて賛賛否否両両論論ががああるるだだろろううがが、、若若々々ししいい建建築築的的表表現現ととししてて

けけれれんん味味ががなないい。。

ちちょょううどど現現地地調調査査のの時時期期にに、、原原広広司司氏氏自自身身のの写写経経をを中中心心とと

すするる膨膨大大なな企企画画展展示示がが開開催催中中ででああっったた。。そそのの重重たたくく優優れれてて宇宇

宙宙的的なな広広ががりりをを持持つつ展展示示はは、、多多様様なな動動線線とと空空間間にに誘誘わわれれなながが

らら、、新新たたなな光光とと命命をを吹吹きき込込ままれれたた美美術術館館のの中中ににああっってて、、見見るる

者者のの心心をを奪奪うう。。交交通通のの便便のの悪悪ささににもも負負けけずず、、地地方方のの公公共共施施設設

ととししてて新新たたななププロロググララムムがが持持続続的的にに展展開開さされれるるここととをを祈祈りりたた

いい。。

▽▽所所 在在 地地 市市原原市市

▽▽建建 築築 主主 市市原原市市

▽▽設設 計計 者者 カカワワググチチテテイイ建建築築計計画画

▽▽施施 工工 者者 山山内内工工業業株株式式会会社社

《地域に開かれた「くすりづくりの全てを見せる工場」》

敷地のある茂原市東郷地区は工業系土地利用の更新

を進めながら田園風景を生かした町づくりが進められ

ている。この建物は約２年をかけ、周辺の歩道整備、

調整池の設置、並木や薬木などを配置することで地域

環境の改善に力を注ぎ、景観を一新させた。周辺の住

宅や学校と共存して、新しい工場のあり方を提示した

と言える。

また日本で唯一の「くすりづくりの全てを見せる工

場」が大きな特徴である。薬剤に関わる専門職の方は

もちろんのこと、患者、地域住民も見学に訪れる。見

学ルートは生産工程と同様とし、精密でクリーン、安

全なくすりづくの全容が見られるようになっている。

建物の構造は製剤プログラムに合わせて、最新の製造

設備機器が縦横に往来できるよう計画されている。作

業する人とくすりは製剤課程で完全に分離され、それ

を俯瞰するかのように見学者ルートが考えられている。

建築設計者との緻密な連携が必要だったと想像できる。

沢井製薬のロゴマークの健康増進ラインをイメージ

した曲面ファサードやイメージカラーを積極的に使っ

たサイン計画など工場の概念が払拭されている。

専門家でなければわからなかった「くすり」がより

身近な存在となったといえるだろう。

▽▽所所 在在 地地 茂原市

▽▽建 築 主 沢井製薬株式会社

▽▽設 計 者 大成建設株式会社一級建築士事務所

▽▽施 工 者 大成建設株式会社千葉支店

《新しい教育環境の創造》

千葉市美浜区若葉に計画された図

書館と芸術・情報系の特別教室を複

合させた新たな学習の場としての機

能を持つ

建築物である。建築面積１９７６．７５㎡、

延べ面積６０７４．３４㎡、４万から約１

２万冊に収容書籍数を増やし従来か

らの図書館機能を拡充することに加

え、コンピュータ・音楽・アートな

どの教室を同一空間内に設けて視覚

的にも連続させることで、自調・自

考という建学の精神を具現化した学

習センターとしての図書館、階段室

の吹抜けを利用した自然換気・テラ

ス部の緑化等環境に配慮した計画で

ある。三角形の吹抜けをもつスチュ

ーデントホールは、上下階の

ホールや地階の図書館とも視

覚的に連続している。方向性

を持たない安定した自然光に

よる内部空間。三角形の断面

がピロティーの上に浮かぶ象

徴的な形態は、自ら調べる知

層としての図書館の上部に、

自ら考える機能を持つ楔形の

空間を乗せた記念館である。

西側斜面状の三角形断面によ

り図書館へ、間接光を取り入

れると同時に西側グラウンドへの日

射確保やグラウンドに吹く風を受け

流す効果も生み出している。

▽▽所所 在在 地地 千葉市美浜区

▽▽建 築 主 学校法人渋谷教育学園

▽▽設 計 者 株式会社竹中工務店

▽▽施 工 者 株式会社竹中工務店

《「空・緑・風」確かな自然環境と調和する校舎》

この校舎は、明治３１年創立の成田高等学校の創立１１

５周年記念校舎整備事業として完成した。老朽化した

校舎に分散する中学・高校の教室、事務機能、職員室

の一体化を図り、複雑な生徒動線の改善等を目的とし

て、敷地内に中学・高校の機能を一つにまとめ「文武

両道」の校是のも、成田山公園を背景としてスマート

な校舎が完成した。敷地北側の急斜面に対する安全性

の確保も同時に図られている。また、従前からの植栽

を可能な限り移殖して外構の再整備を行うことで、既

存の自然環境を生かし、学園の歴史をつなぐ計画とな

っている。

正門を入ってまず目に付くのが建物正面に設けられ

た大階段。正面から丘の上の校舎へと階段を上ると、

その先にはガラス張りのホールが生徒を迎え入れる。

１日の期待に満ちた始まりを予感させるような巧みな

平面計画である。

内部は、校舎全体をつなぐ「吹き抜け空間」を中心

に計画され、その１階に図書室・学習・進路指導を融

合したラーニングセンターが配置されている。多彩な

学習機能やガラス張りの相談コーナーを吹き抜け周囲

に配置することで、生徒と生徒、生徒と教師とのコミ

ュニケーションを高め、自ら学習する環境が計画され

ている。南面する教室と北側に成田山公園のある立地

条件を生かし、自然採光と通風を活用するとともに、

将来の教育環境の変化に対応できる校舎として計画さ

れている。

門前町の中の限られた敷地での建て替え工事、既存

校舎を活用しながらの綿密な計画の実績も高く評価し

たい。

▽▽所所 在在 地地 成田市

▽▽建 築 主 学校法人成田山教育財団

▽▽設 計 者 株式会社山下設計

▽▽施 工 者 清水建設株式会社千葉支店

《由緒あるキャンパスに舞い降りた白い襞の小ホール》

１３５年の歴史がある医学部の同窓会館として、小

ぶりで清楚なモニュメントが生まれた。主な施設とし

て存在感のあるシンボリックでキュービックなホール

をはじめ、低層部の合宿施設等、すべての外壁は真っ

白に塗られ、古い医学

部キャンパスの中で異彩を放っている。緑陰の中に舞

い降りたようなホールは、作者が言う人体の肋骨のア

ナロジーとして与えられた深くピッチの狭い庇の構造

体が特徴的である。写真では大きなスケール感を見せ

るが、現場に立つと思いの外可愛らしい視覚的効果が

印象的だ。あの「室生寺」の五重の塔を誰もが想起す

ることだろう。配置上の軸線に関する記述もあるが、

現場に立つとそれほど強く意識されることはない。建

物の関係性や内部空間の機能よりも、この外観のイメ

ージが全てを決めたのではないか。

生物体の建築的表現は、近代・現代建築の中でも時

折試みられてきたことだ。しかし、この作品ではモダ

ニズムの直線的な抽象性が凌駕し、有機的な生々しさ

や複雑さは全く感じられない。どこまでも白い全体の

意匠がさらにそれを強調している。この秀作が長く美

しく使われることを願いたいが、そのための持続可能

な維持管理の仕組みをぜひ構築してほしい。

▽▽所所 在在 地地 千葉市中央区

▽▽建 築 主 国立大学法人千葉大学

▽▽設 計 者 鈴木弘樹＋田中朋久

▽▽施 工 者 山内工業株式会社

《江戸川の眺望。スロープテラスのある住宅》

この住宅は江戸川を望む住宅地の一角に位置し、

緑地公園を介して河川敷が目の前に広がる環境に

ある。２階建て鉄筋コンクリート打放しのひとき

わ目につく建物である。

アプローチは玄関を兼ねたガレージと２階カフ

ェへの直通階段で、ガレージ内の音楽スタジオと

カフェの空間は建築主ご夫妻のスペースである。

それらがプライベート空間と緩やかに分節され機

能している平面計画となっている。

個室を仕切る壁は平面計画上、様々な角度があ

り煩雑に見えるが、ガレージから入り、屋根スラ

ブを兼ねたスロープテラスまで上がって行く空間

は変化に富んでいて、引き込まれるように楽しい。

ガレージはリビングと前面道路側にも開放され、

ときに賑やかなパーティスペースに変わるという。

屋上のスロープテラスはリビングとカフェからつ

ながる屋外空間である。

スロープテラスをさらに上へ上っていくと、江

戸川を望む眺望が見事である。テラスの段差の隙

間が開口部となり、内部からは空や緑が切り取ら

れたように垣間見える。この住宅の良さは二次元

の図面では伝わらない。ずれていく平面と断面が

作り出す空間が絶妙なのである。

加えて施工精度が優れている。基本的に内外壁

はコンクリート打放し、熟練した高齢の型枠大工

の仕事であったそうだが、設計監理者と施工者が

細心の注意を払って進めた共同作業であったこと

が想像できる。清々しさを感じさせる空間に仕上

っている。

建築主から「こんな感じの家に住みたい」と設

計者を探した経緯をお聞きしたが、空間を満喫し

て暮らしている様子が覗えた、完成度の高い住宅

である。

▽▽所所 在在 地地 野田市

▽▽建 築 主 橋本氏

▽▽設 計 者 布施茂／fuse-atelier

▽▽施 工 者 株式会社長野工務店

《人も物も大きな環境の中で存在することを楽しむ》

大型商業施設に道一本隔てて建っているこの住宅は、

建築面積８０．７９㎡、延べ面積１２４．３６㎡、木造

２階建の専用住宅である。環境負荷の低減に配慮され、

その他、独自の取組や提案がなされている。構造材から

仕上げまで、徹底したサンブスギの使用と、冬は薪スト

ーブ、夏は天窓からの重力換気によってエアコンなしで

暮らすというさんむフォレストの提案により実現した。

さんむフォレストというグループは、サンブスギですま

いを造る地産地消のすまいづくり運動を続けてきた。当

初の木材利用を森林再生につなげようという着想が、運

動を続ける過程で資源循環のすまいづくり、地域づくり

の運動へと変わっていった。地域の資源を扱う運動は当

然地域の風土にかかわる。運動は、地域全体の資源循環

の問題として捉えなければ森林だけが単純に再生するこ

とは、ありえないのだと気づかされた。外壁もすべてサ

ンブスギの赤身板張りで、まったく塗装はされていない。

この住宅での塗装は内部床の植物油と一部の建具以外に

なく、それ以外はすべてサンブスギの素地のままである。

外部の杉板はいずれ劣化し、シルバーグレーに変色する。

地域づくりにつながる表現として、隣の大型商業施設と

は対象的な佇まいとなっている。

▽▽所所 在在 地地 印旛郡酒々井町

▽▽建 築 主 篠原氏

▽▽設 計 者 有限会社稗田綜合建築設計事務所

▽▽施 工 者 石井工業株式会社

《「への字」住棟を分割して耐震化》

不整形な平面形状の建物は、偏心が大きく地震時にね

じれが生じるため、耐震の課題を抱えている。この住棟

は「への字」をしているが、折れ曲がったところで切り

離し、整形な２棟の板状住棟とすることで偏心を解消し

ている。

不整形住棟の耐震改修は、標準住棟に比べてはるかに難

しい。縦動線が１箇所のみである１１階建ての住棟にお

いて、折れ曲がった部分の２階から１１階まで、１スパ

ン１０戸を縦に切り取る大手術を施している。この工事

を、施工上の高度な工夫により、居住を継続した状態で

入居している人たちに負担をかけないかたちで実現させ

ている。

大量の住宅需要に応え、日当りがよく健康的な住環境

を迅速に整備するには、板状住棟の並行配置が最も合理

的かつ効率的だった。このように大量生産された住宅団

地ではあったが、団地の中心となるところはアクセント

となるようデザインされている。牧の原団地では、買い

物広場

を挟んで１１階建ての住棟が向き合っており、その一方

を「への字」とすることによって特徴ある広場空間を創

出している。団地のシンボルとなっている不整形な住棟

のデザインを損なうことなく、耐震性を向上しようとし

た困難な挑戦を評価したい。
▽▽所所 在在 地地 松戸市

▽▽建 築 主 独立行政法人都市再生機構

▽▽設 計 者 株式会社窓建コンサルタント

▽▽施 工 者 株式会社淺沼組東京本店
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